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寒冷地における水稲の苗播栽培に関する研究

第4報　畑整地での宙播

島田裕之・木板淵旨光・中村公則

（東　北　鹿　試）

1，　ま　え　が　巷

水稲の枚械化省力栽培法確立の一環として，昭和粥

年度工少本研究を開始した，既に，第1－8報として．

治者と初期生育．菖播水稲の収監性，菖躇時期と生育収

量との関係など．代施した湛水条件下における試験結果

を報告した，

しかし，代掻した癌水下の水田では後械作業に麗々な

困難を伴をうので．畑地状態での宙橋について検討を加

えることとした．

本報は昭和祈年巨当場栽培弟1部において得られた結

果である．

なお．試験板東には，代掻した湛水条件下でのものを

湛水由播．畑整地条件のものを乾田歯拓と紀戟した．

2・　■試　験　方　法

1　由緒方法は，室内爾帝劇で本巣2枚まで育てた菌

を・1株5－6本ずつに切断する．一方，耕起蝕臆して

細かく砕土した圃場に浅く請を切少，切断した首を並べ．

歯の半分位まで凌土する方法をとった．

え　土農水分の試験は8餌膚のノミットを用い，5打の

蘭を通した畑土濃を詰め，宙搭後所定の水分に保ち，毎

日計量して減少分を細胞した．

＆　圃場試験はP－クリーで新患砕土をし，清切カ．

歯痛，覆土など全て人力で行なった．本田肥料は17－

ル当少．基地として各区共通に堆凪nO句の他，化成肥

料を用い，三要素各成分量900gずつ施した．追肥は綴

肥区には入水後と艶肥の2臥　多肥区には入水後，中間

肥一帯把の3臥各回とも〟のみ成分量鞄を施した．

菖播時期は5月10日・栽席密度は8．3，オ当少108株を綴

準とし，臓株の密槙も設けた．

▲　各試験とも品種はトワ〆を用いた．

さ．試験結果並びに考察

L　土鳥水分と初期生育に関する試験

本試験は5月凶日に昏播したが，菌捧後場日蝕の積

算気温はp4℃であった．

第1回に示したように，処理後10日目の乾物重は，最大

野

容水足の00％以上の水分では湛水区と大差なく，生育も

順調であった・40％区では生育の停滞が著しくなったが，

枯死個体はみられなかった・また，草丈・無数・発根な

ども同傾向を示した・水分卸％区では急激に萎親し始め

たので・毎日加ケ体ずつを湛水下に移して枯死串の推移

をみた所．第2図に示したように，4日白から枯死し始

め，8日巨汗こは全個体枯死した．

以上の結果から，木南告法による乾田菌揃では，活着

まで春水止の劫％以下の水分が4日以上続かないように，

また，釦％以上の水分を必要とすることを知った．

え　本田における試験結果

歯痛後2垣1．全区に癌水し治者の促進を図った以外は

所定の時勅書で自然の如状態で管理した．乾田拗陶中の

気象は平年ユタ高温多難で．降水量は少な目であった．
（1）主得業教

主梓集1枚増加に妾する日数を第1表に示した．これ

によると，乾田期間は1葉物加に10日以上を宴したが，

湛水切換後は急激に早くな少．平均して約7日であった．

また，全生育期間を平均すると．乾田期観が長くなるほ

ど出菓速度が遅くなれ止集実数も洩少する傾向をホし
た．

湛水苗操と比較すると，各区とも出巣速度が遅れ．止

葉菜教はU・5－1・0業減少した．

切　出乾期

第2表に示したように，湛水菖掬とくらべ，4染期湛

水区で出穂期が4日遜れ，出艶までの疎算温度は約100℃

多く必要とした・他に行なった湛水宙楢の時期をかえた

試験の鮭黒から，乾田菌緬の作付時期別の出乾期を試労

し，第8衣に示す結果を得た．出穂期の安全性の点から

みると，早生品種6月10日，晩生品種5月却日頃が乾田

宙播の遅い限界とみることができよう．しかし．実際に

収量性を考慮に入れると，湛水菌鰭での晩期限界は5月

彷日頃と考えられるので∴乾田宙緒の場合はそれ上少も

生育量が不足するため．さらに早くなるものと思われる．

（塾　垂赦・稚叡

湛水苗揃とくらべ，乾田菌体は初期生育の抑制が著し

い．第4表に示したように最高茎数が著しく少をいが，

有効垂歩合は高い．菌播直後癌水区由場合．始めから瘍
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水条件にあったにもかかわらず，生育量が少なかつたの

は，顆代盛土鰻の特徴としで漏水性が大善く，肥料の漁

亡が影響したものと思われる．このことは全区に共通し，

そのため．多肥又は暦臆が亀数を増加し多収を示した・

畑　節問長

各棟内の長垂4垂ずつ，5株について調査した．第8

回に示したように，湛水時期に上る差はみられなかった

が．癌水菌欄とくらペると．下位や触，即ち，帯3・4

・6簸陶が短かく，逆に第1卸間が長い傾向がみられた．

また．静自体にも強劇感があった・

以上のことから，乾田百痛は湛水宙体とくらべて．発

根部が土中にあることも併せて，倒伏に対する抵抗性が

強化されるように思われる．

㊥　収量（■琴4区l）

玄米重について，湛水時期陶の比較では4集湛水区の

収量が多かった．また，密臆かエび多肥はそれぞれ多収

となった．この点については気象・土膿・施肥などの点

上少東に吟味されるべきであるが，2菓癌水区は漏水勤

恥が長く．6巣以降の湛水区では乾田期間が長過ぎ，生

蕾量がネ足したためと思われる・

これらの収量を湛水菌嬢とくらペると，各区とも収量が

低かったが，漏水防止∴施肥法の改等などにエ少．東に

収量増が期待される．

4．　結　　　　曹

畑状態での乾田菌播栽培（厳密には土付菌の覆土栽培

になる）の可能性を検討した．

その結果，湛水菖鮪とくらべ，初期生育が劣少最高茎数

は少なくなるが，過剰生育が抑えられて有効垂歩合が向

上し，多凪密航によめ収量性の向上が期待できる．した

がって，苗捧活着時の土膿水分を確保し得るならば，実

用化の可能性は高いものと思われる．

第1表　出集速ま並びに止集散

　 項 ． 目

区　 水 査 問

1 業 増 加 に 賢 す る 日 数
止 業

集 歓湛 水 前 湛 水 後 全　 体

乾 田 菌 捧

2　 糞 － 8 ．1 8 ．1 皿．9

4　　 ′ u ．5 7 ．1 8 ．1 皿．6

6　　 ′ 10 ．5 7 ．2 8 ．6 皿 ．7

8　　 ■ 10 ．2 7 ，0 9 ．0 皿．8

湛　 水　 舌　 揮 － － 7 ．0 12 ．4

第2乗　出養期並びに本田における積算温度

区　 湛 病 芸 目
出離 期

出 養 迄 の

積 算 温 度

乾田詣繕

2　　 葉 8 月各日 1禰

4　　　 ■ 4 1Ⅷ
6　　　 ■ 6 1752

8　　　 ■ 5 1712

湛　 水　 宙　 鋳 7 ．81 1蝕

第8表　時期をかえた場合の乾田茜経の推定出穂期

品 壇

苗 揮 月、日 ＼
フ　 ジ　 ミ　 ′ リ オ　 オ　 ト　 リ

4 月 2 5 日 8 月　 1 日 8 月　 9 日

5 ．　 5 3 9

1 5 5 1 8

2　5 7 1 9

6 ．　 4 1 4 2 8

1 4 2 1 2　9

註・1≦佗年湛水宙雄の結果に槙算温度100℃を
加えて算出した．

第4表　茎数並びに穂敷く8．8　当）

肥 料

区 水献

捺　　　　　　 肥 多　 肥

穂 数最高室数 積　　 数 有効垂軸

乾
田

2菓 14灯 1糾 妃．2 1m
4 ■ 1甜1 1818 t灯．8 1別
6 ■ 1妬5 11払 78 4 1加

舌 8 ■ 1馳 仙 79．4 l籾
簾 密 6 ■ － 16（カ － 瑚
植 8 ′ － 1か8 － 1侶0
湛水苗捧 翁的 l紗 5℃7 －

丈
a
）
調
鞘
篤
志
）

0

灯
・
呵
庵水100尾　gO”60′′40”
土虜水介（対審水むし辛）

鼻l幽　土義水分と初期生青
菌橿後10日日の嶋

384．5”6一′千g．

苗應後の日数

鶉2図　伽％水分での枯蒐串の糠夢
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水稲の直播栽培に関する農業気象学的考察

阿　部　亥　三・小野　清　治

（青森県鳥試）

t　ま　え　が　毒

素冷地において水稲の直柵栽培を行う場合は・気候的

には従前の移植栽培に比較して不安定性を増すことにな

る．従って．水稲の直捧栽塙を行，には気象の知識量理

解姑用して研究の展開を計ることが重要と考えられる・

次に筆者らが水穂の直捧栽培を対象として19成年に行

った気象資料の統計的調査並びに試験を通じて得られた

若干の知見を報告し参考にする・

2．編集の概雷

1気温の長期的動向

青森の月平均気温を年代別に比較した結果に上ると・

最近の年次（1鰯年以降）の特徴として・m4・5・6月

の高温．◎8月の低温・偶は月一2月の高温が目立ち

特に5月の高温が艶著で・年平均気温では高温の周期に

入っていることが温められた・

＊冷地の直鞭栽幅の場合・発芽時期の温皮条件が特に

間組であるが，最近の年次では4月平均気温で飢7℃－

5月平均気温で1・8℃夫々平年よ畑hことは注目すべ

さことである・春季の気温の上昇率に1日当少0・1℃－

0．遁℃てあるので．最近の年次では4月は5日内外・6

月は10日一通日，平年工少高目の気温を示しているこ

とになる．従って，直撫栽培の播種適期決定試験の結果

に対しても，このことを考慮して考察する必要がある・

従前の水苗代の播種期の早期限界は・日平均気温畑℃

の出現期旧が指糠とされてかれ青森県の場合では県1

の大半の地域が4月下旬に当っている・直繕栽培を行，

場合は，水菌代り水温管理の点で帥性があれ従前

の水苗代の播種時期ユタ相違らさざるを褐帥と考えら

れ．直潜の播種時期としては5月前半位に考えざるを得

ないと推定される・

之　青森の5月の気候の長期的動向

6月の気併置譜栽培の細の発芽並びに初期生育と関

係が深いので，6月の最高先払最低気温・日照特赦・

降水量の年代別鼓化について調査した結果摘l酢示




